
 

 

 

 

 

  

取組メニュー
前年度までの

取組
令和４年度又は

令和５年度の取組

・・・

★「有機JAS認証」または「福井県特別栽培
　　農産物認証※」の取得 ○ ○

取組メニュー
前年度までの

取組
令和４年度又は

令和５年度の取組

・・・

　 シ　局所施肥（側条施肥、・・・・等）の利用 ○ ○
・・・

　 イ　生育診断による施肥設計 ○ ◎
・・・

「化学肥料低減計画書」の取組メニューの記入方法（補足） 

(２) 前年度までの取組がない方 

(３)前年度までに１つ取組を行っており、 
  新しく１つ取組を行う方 

(４)前年度までに２つ取組を行っており、 
  そのうち１つの取組を拡大･強化する方 

(１) 特別栽培等に取り組んでいる方 

「令和４年度又は令和

５年度の取組」欄には、 

２つ以上〇を付ける。 

「前年度までの取組」欄

には、１つ〇を付ける。 

「令和４年度又は令和

５年度の取組」欄には、

新しい取組１つと、引き

続き行う取組に〇を付

ける。 

 

「前年度までの取組」欄

には、２つ〇を付ける。 

「令和４年度又は令和

５年度の取組」欄には、

拡大・強化する取組１つ

に◎を付け、引き続き行

う取組に○を付ける。 

「有機 JAS 認証」または「福

井県特別栽培農産物認証」を

すでに取得していて、今後も

取得する予定である場合は、

★の欄に、○を付ける。 

※ 令和５年度以降、認証取

得の証拠書類の提出を求め

る場合があります。 

（様式第１－３号） 

＜取組メニューの記入方法＞（再掲） 
１ 「前年度までの取組」には､今まで実施してきた取組メニューに「○」を付してください。 
２ 「令和４年度又は令和５年度の取組」には、実施する取組メニューの２つ以上に 
「〇」を付してください。そのうち１つ以上は、新しい取組か、従来の取組の強化・ 
拡大（「◎」で記入）を含むようにしてください。 

書類記入の手引き 

取組メニュー
前年度までの

取組
令和４年度又は

令和５年度の取組

・・・

　 シ　局所施肥（側条施肥、・・・・等）の利用 ○
・・・

　 イ　生育診断による施肥設計 ○
・・・

　 イ　生育診断による施肥設計 ○
・・・

取組メニュー
前年度までの

取組
令和４年度又は

令和５年度の取組

・・・

　 シ　局所施肥（側条施肥、・・・・等）の利用 ○ ○
・・・

必ずご覧ください 
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＜参考＞ 想定される各品目ごとの取組メニュー 

①位の作物で作付面積合計の半分以上となる場合は①位の作物において、また①の作
物のみでは半分に満たない場合は①位と②位の両方の作物において、下記の説明を参考
にして取組メニューを選択します。 

特に、「令和４年度又は令和５年度の取組」において、従来の取組の強化・拡大する場
合は、注意点を参考にして「◎」を付けてください。 

取組メニュー 取組例 注意点 
 

水稲 （まず、シ ） 

シ 局所施肥の利用 側条施肥田植機での施肥 〇のみ 

（以下から、一つ。 シを選ばない場合は二つ） 

ア 土壌診断による施肥設計 土壌分析・診断 ◎の場合、調査点数を増加 

イ 生育診断による施肥設計 葉色板による葉色診断と施肥量判断 ◎の場合、調査点数を増加 

エ 堆肥の利用 牛ふん堆肥等の施用 ◎の場合、利用面積を拡大 

キ 有機質肥料の利用 エコ肥料等の利用 
◎の場合、利用面積拡大か、

有機割合の高い肥料へ切替 

ク 緑肥作物の利用 レンゲ、クローバー、エン麦等 ◎の場合、利用面積を拡大 

ケ 肥料施用量の少ない品種の利用 コシヒカリの作付 
◎の場合､ハナエチゼン､あきさ

かりから､コシヒカリへ一部切替 

 

大麦・小麦 （以下から、二つ） 

ア 土壌診断による施肥設計 土壌分析・診断 ◎の場合、調査点数を増加 

イ 生育診断による施肥設計 茎数調査か､葉色板による葉色診断 ◎の場合、調査点数を増加 

シ 局所施肥の利用 播種同時施肥等による側条施肥 〇のみ 

 

大豆 

ア 土壌診断による施肥設計 土壌分析・診断 ◎の場合、調査点数を増加 

エ 堆肥の利用 牛ふん堆肥等の施用 ◎の場合、利用面積を拡大 

 

そば 

ア 土壌診断による施肥設計 土壌分析・診断 ◎の場合、調査点数を増加 

キ 有機質肥料の利用 鶏ふん等の利用 ◎の場合、利用面積を拡大 

 

野菜・花き （以下から、二つ） 

ア 土壌診断による施肥設計 ｐＨ、ＥＣ等の測定 ◎の場合、調査点数を増加 

エ 堆肥の利用 牛ふん堆肥、バーク堆肥の施用  

◎の場合、全体における使

用割合や面積を増やす。 
キ 有機質肥料の利用 

有機質肥料（オール有機など）、 

鶏ふん等の施用 

シ 局所施肥の利用 全面全層施肥から畝内局所施肥へ 

セ 施肥量・肥料銘柄の見直し 肥効調節型肥料の施用 

 

果樹 （以下から、二つ） 

ア 土壌診断による施肥設計 ｐＨ、ＥＣ等の測定 ◎の場合、調査点数を増加 

キ 有機質肥料の利用 有機質肥料、鶏ふん等の施用 ◎の場合、全体における使

用割合や面積を増やす。 エ 堆肥の利用 牛ふん堆肥等の施用 

 

養液栽培 （以下から、二つ） 

ア 土壌診断による施肥設計 養液(廃液)の pH､EC､肥料成分量の測定 ◎の場合、調査点数を増加 

イ 生育診断による施肥設計 生育状況にあわせた施肥量の変更 ◎の場合、調査点数を増加 

コ 低成分肥料の利用 単肥配合の利用 ◎の場合、使用割合を増加 
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様式第１－３号 今回初めて申請される方 管理番号 
※農業者は記入不要 

化学肥料低減計画書 

 ＜作付概要＞ 

  ①に最も作付面積が多い作物名（例：水稲、野菜 等）とその面積（ａ（アール））を記入してください。 

  ②には次に作付面積が多い作物名とその面積を記入してください。 

  それ以外の作物は③にまとめて、作物名を記入せずに面積のみ記入してください。 

   （下段の取組メニューは、作付面積の合計の半分以上の面積を占める作物で実施するものとします。） 

  
 

＜取組メニューの記入方法＞ 

１  「前年度までの取組」には、実施してきた取組メニューに「○」を付してください。 

２  「令和４年度又は令和５年度の取組」には、実施する取組メニューの２つ以上に「〇」を付してください。 

    そのうち１つ以上は、新しい取組か、従来の取組の強化・拡大（「◎」で記入）を含むようにしてください。 

３  特別栽培等★に該当する方は、その欄に「〇」を付けてあれば、他の取組がなくても構いません。 
 

取組メニュー 
前年度までの 

取組 
令和４年度又は 

令和５年度の取組 

★「有機 JAS 認証」または「福井県特別栽培農産物認証※」の取得 

    (※ 池田町の認証制度を含む)  

  

ア 土壌診断による施肥設計   

イ 生育診断による施肥設計  〇 

ウ 地域の低投入型の施肥設計の導入   

エ 堆肥の利用   

オ 汚泥肥料の利用（下水汚泥等）   

カ 食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）   

キ 有機質肥料（指定混合肥料等を含む）の利用   

ク 緑肥作物の利用   

ケ 肥料施用量の少ない品種の利用   

コ 低成分肥料(単肥配合を含む）の利用   

サ 可変施肥機の利用（ドローンの活用等も含む）   

シ 局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、灌注施肥等）の利用 〇 〇 

ス 育苗箱（ポット苗）施肥の利用   

セ 化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの 

施肥量・肥料銘柄の見直し（ア～スに係るものを除く。） 

  

ソ 地域特認技術の利用（                          ）   

私は、添付したレシートまたは請求書等記載の肥料（肥料費）について以下のとおり、確約します。 

令和４年秋肥又は令和５年春肥として確実に購入し、自らの農業生産に使用します。 
※チェック欄にチェックした上で署名してください。 

氏名（自署）     福 井 太 郎 

（注） 当年の肥料費は、令和４年６月から令和５年５月末までの期間に発注したことを証明する書類（注文票等）と、参加農業者が肥料

費を支払ったことを証明する書類（領収書等）または支払い義務が生じていることを示す書類（請求書等）を、別添２に添付して 

ください。なお、肥料名、数量、購入額が記載されているものに限ります。 
12345678 

作物名 作付面積（a) 
 

〒 999-9999 

 ① 水 稲 ５００   
 

住所  福井市大手〇丁目●番地 
 

 ② 大 豆 １００   

 

 

氏名  福井 太郎 

 ③ その他 １００   
 

（法人・組織名） 
 

電話番号     ０００-００００-００００  
（日中連絡が取れる番号） 合計 ７００   

 

記入例 

・氏名、住所、郵便番号は、すでに印字されている場合があります。 
申請される方と印字内容とが異なる場合は、ボールペンで修正してください。 
・郵便番号と電話番号も忘れずに記入してください。 

・作物名と令和５年の作付予定面積を記入してください。（1反＝10a＝1000㎡） 
  （令和５年の作付予定面積が決まっていない場合は、令和４年の面積でも構いません。） 

・①の作物で作付面積合計の半分以上となる場合は､①の作物において､取組を行うものとします。 
①の作物のみで半分に満たない場合は､①と②の両方の作物において､取組を行うものとします。 

 

別紙「取組メニューの記入方法（補足）」と、「＜参考＞ 化学肥料低減の取組メニュー

選択の考え方」を､よくご覧になり､「前年度までの取組」と､「令和４年度又は令和５年度

の取組」欄に、「○」を記入してください。 

・枠内の記載事項を確認の上、チェック欄□にチェック「✔」を入れてください。 
・氏名（署名）欄に、ご署名をお願いします。（上記の氏名欄と同じ人でお願いします。） 

✓ 

もし、複数の取組実施者に申請される場合は、送付された 

様式３枚をコピーして申請いただくようお願いします。 
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様式１－３号（別添１） 今回初めて申請される方  

口座情報、誓約・同意書 

１ 支援金の希望振込先 

下記欄に記入の上、通帳の表紙の次の見開きページのコピーを添付してください。 

（取組実施者によっては、振込先の記載および通帳コピーが不要な場合があります。） 

金融機関名 支店名 預金種別 口座番号 

○○銀行 △△支店 普通・当座 9 9 9 9 9 9 9 

 口座名義   

フリガナ フ ク イ    タ ロ ウ 

漢字 福 井 太 郎 

２ 誓約・同意事項 

        （各事項を了承した場合、チェック「☑」を入れ、自署欄に署名してください） 

□ ① 私は農産物を販売する農業者です。 
（市町から認定新規就農者として認定を受けている場合、販売実績はなくても本事業の対象となります。） 

（農作業受委託を行っている場合の肥料費請求の注意点（※同封資料参照）について理解しました。） 

□ 
② 本事業の実施に必要な調査について、申請した取組実施者、および県農業再生協議会､ 

北陸農政局等から求められた場合には、適正に対応します。 

□ 
③ 支援金については、振込手数料に要する経費の範囲内で控除される場合があること、 

市町から対象期間内に別途肥料費の補助を受けている場合には、所定の計算式により 

今回の支援金が一部控除される場合があることに異存ありません。 

 

□ 

④ 以下の場合には、支援金を返還すること、または交付されないことに、異議ありません。 

・ 提出書類において虚偽の内容を申請したことが判明した場合 

・ 正当な理由がなく､化学肥料低減計画書に記載した取組を実施していないことが判明した場合 

□ 
⑤ 今後の事業実施状況の報告、中間報告、評価報告に備えて、令和４、５年度に取り組む 

化学肥料低減の取組実施を確認できる記録等を、整理して保管します。 

□ 
⑥ 本申請にかかる個人情報について、支援金の交付のための事務に使用する場合に限り､ 

関係者への提供を認めます。 

 ⑦ 私の申請先は以下のとおりです。（下記いずれかにチェック「☑」） 

□ 

 

貴取組実施者にのみ申請しています。 

 

□ 貴取組実施者以外にも申請しています。 

（取組実施者名：                     ） 

   
※ 複数の取組実施者に申請をされる場合は、 

他の取組実施者を 全て 記載してください。 
 

上記の誓約・同意事項に相違ありません。 

氏名（自署）  福 井 太 郎 

記入例 

通帳コピーのイメージ 

 

・複数の取組実施者に提出（申請）された場

合、購入肥料の根拠資料等に重複がないこ

とを確認しますので、必ず他の取組実施者の

名前を記入してください。 

・なお、虚偽の申請が判明した場合、支援金

返還を求めることがあります。 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

・枠内の記載事項を確認の上、 
チェック欄にチェック「✔」を入れてください。 

・氏名（署名）欄に、ご署名をお願いします。 
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様式１－３号（別添２） 今回初めて申請される方 １ 枚目（全部で   ３ 枚） 

購入肥料書類の貼付台紙  

台紙が不足する場合、本台紙を必要に応じてコピーしてください。 

その場合､右上に枚数を記載願います。（1枚の場合は､枚数記載不要） 

氏名（自署）※必ず記入してください 

福井 太郎 

 

肥料名 単価(税込) 購入数量 購入額(税込) 注文日 納品日    

そさい●号 500 10 5,000 10/1 10/1    

化成肥料 14-14-14 1,200 5 6,000 10/1 10/1    

         

         

         

       合計(税込)  

       11,000 円 

 

レシート（コピー）・請求書等（コピー） 貼付欄 
 

 
※１ 上記欄の記載事項が判別できるレシートまたは請求書等をコピーして、 

貼付してください。 
 
※２ 別途、JAおよび肥料販売事業者が本事業申請のために作成した、肥料 

購入・予約に関する明細表等をお持ちの場合は､一緒に提出してください。 

この明細表等以外にレシート等がなくても､本台紙に署名の上､提出願います。  

 
※３ 対象肥料のみが分かるよう、レシート・請求書等に肥料以外のものが記載 

されている場合には、手書きでバツ印「×」や字消し線「 農薬名等 」をして 

ください。 

 

 

  
 取組実施者 記入欄   

 ﾁｪｯｸ 枚数    

 □  ＪＡおよび肥料販売事業者が作成した明細表等   

 □  レシートまたは請求書等   

  

 

 

記入例 

税込金額 

本台紙が複数になる場合は、 

何枚中の何枚目か記入してください。 

○ ○ 商 店 

2022年 10月 1 日 

レシート（領収書） 

そさい●号 

     500円 × 10 ＝ 5,000円 

化成肥料 14-14-14 

   1,200円 × 5 ＝ 6,000円 

植物活力剤 HA-102 

 3,000円 × 1 ＝ 3,000円 

○○のタネ 

  500円 × 8 ＝ 4,000円 

合計 18,000円 

この欄は記入不要です。 

・肥料でない資材は、今回の支援金の対象

になりません。 

・バツ印や、字消し線を引くなど、肥料と明確

に区別できるようにしてください。 

貼り付けるレシート等の例 （必ずコピーしたものを貼ってください） 

原本を貼付された場合、確定申告等で必要になっても、原本をお返しできません。 

 

 

本事業の対象となる肥料は、肥料法に基づ

き、「生産業者保証票」等がついて販売される

普通肥料、特殊肥料（堆肥等）になります。 

なお、申請にあたって、「保証票」の有無を

農業者が確認する必要はありません。 

生産業者保証票 

登録番号 生第○○○号 

肥料の種類 ○○肥料 

肥料の名称 ○○肥料○号 

保証成分量(％) 
窒素全量    0.0 

 内硝酸性窒素 0.0 

原料の種類 ○○○○ 

正味重量  ○○ｋｇ 

生産した年月 令和○年○月 

生産業者の氏名又は
名称及び住所 

○○株式会社 
○県○市○00-0 

生産した事業場の

名称及び所在地 

○○株式会社 本社工場 

○県○市○00-0 

 

【参考】 

署名してください 

(例) 
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A.
作
業
受
託
組
織
で
あ
る
生
産
組
織

※
が
作
業
受
託
を
す
る
場
合

※
生
産
物
の
売
上
が
最
終
的
に
構
成
員
個
人
（
作
業
委
託
者
）
に
帰
属
す
る
、
作
業
受
託
組
合
や
任
意
の
生
産
組
合
（
み
な
し
法
人
と
し
て
の
課
税
を
受
け
な
い
組
合
）

対
応
①
（
原
則
）

対
応
②
（
例
外
）

【
生
産
組
織
と
し
て
個
人
分
も
ま
と
め
て
申
請
す
る
】

【
組
織
構
成
員
（
委
託
者
）
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
申
請
す
る
】

（
例
）
Ｒ
５
年
の
田
植
作
業
の
後
、
委
託
農
家
へ
肥
料
費
を
請
求
す
る
場
合
（
事
前
請
求
も
同
様
）

Ｒ
４
年
の
大
豆
播
種
作
業
、
麦
播
種
作
業
の
後
、
委
託
農
家
へ
肥
料
費
を
請
求
す
る
場
合
（
事
前
請
求
も
同
様
）

販
売
農
家
で
な
い
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
申
請
で
き
な
い
が
、

国
Q
＆

A
問

.2
-
1

7
の
と
お
り
、
「
作
業
請
負
料
金
に
肥
料
費
の
上
昇
分
を

計
上
し
て
な
い
こ
と
※
」
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
可
能

※
「
肥
料
費
の
上
昇
分
を
計
上
し
て
な
い
」
と
は
、
昨
年
の
肥
料
額
（
肥
料
単

価
）
で
請
求
し
て
い
る
こ
と
（
農
政
局
回
答
）
。
こ
れ
を
証
明
す
る
資
料
の
提

出
を
求
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

生
産
組
織

農
家
A

農
家
B

請
求
書

（
肥
料
代
）

請
求
書

（
肥
料
代
）

・
請
求
書
に
は
肥
料
名
、
数
量
、
金
額
、

使
用
時
期
の
記
載
が
あ
る
こ
と
。

（
数
量
は
、
○
.○
袋
や
、
○

k
g
も
可
能
）

取
組
実
施
者
（
JA
等
）
を
通
じ
て
肥
料
事
業
に
申
請

生
産
組
織

農
家
C
、
D

請
求
書

（
肥
料
代
）

請
求
書

（
肥
料
販
売
業
者

か
ら
の
書
類
）

取
組
実
施
者
（
JA
等
）
を

通
じ
て
肥
料
事
業
に
申
請

農
家
あ
て
の
請
求
を
昨
年

の
肥
料
費
で
し
て
い
る
こ

と
を
証
明
す
る
書
類

請
求
書

（
肥
料
代
）

・
請
求
書
の
肥
料
単
価
は
、
昨
年
の
肥
料

単
価
と
す
る
こ
と
。

・
「
本
請
求
書
は
、
肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
の
申
請
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
」
等

の
記
載
を
入
れ
る
こ
と
。

【
注
意
事
項
】

令
和
５
年
春
の
水
稲
田
植
受
託
作
業
に
か
か
る
肥
料
代
の
請
求
書

に
つ
い
て
は
、
組
織
構
成
員
（
委
託
者
）
に
対
し
て
、
追
加
申
請
の

時
期
に
間
に
合
う
よ
う
、
請
求
書
作
成
・
送
付
す
る
こ
と
。
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B.
い
わ
ゆ
る
「
担
い
手
農
家
（
個
人
・
法
人
）
」
が
作
業
受
託
を
す
る
場
合

対
応
①
（
原
則
）

対
応
②
（
例
外
）

【
担
い
手
農
家
が
、
委
託
農
家
分
も
ま
と
め
て
申
請
す
る
】

【
担
い
手
農
家
、
委
託
農
家
が
そ
れ
ぞ
れ
申
請
す
る
】

国
Q
＆

A
問

.2
-
1

7
の
「
作
業
請
負
料
金
に
肥
料
費
の
上
昇
分
を
計
上
し
て

な
い
こ
と
※
」
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
担
い
手
農
家
で
あ
っ
て
も
申
請
可

能
と
す
る
（
福
井
県
の
対
応
）
。

※
「
肥
料
費
の
上
昇
分
を
計
上
し
て
な
い
」
と
は
、
昨
年
の
肥
料
額
（
肥
料
単

価
）
で
請
求
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
を
証
明
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

担
い
手
農
家

農
家
A

農
家
B

請
求
書

（
肥
料
代
）

請
求
書

（
肥
料
代
）

・
請
求
書
に
は
肥
料
名
、

数
量
、
金
額
、
使
用
時
期

の
記
載
が
あ
る
こ
と
。

（
数
量
は
、
○

.○
袋
や
、

○
k
g
も
可
能
）

取
組
実
施
者
（
JA
等
）
を

通
じ
て
肥
料
事
業
に
申
請

担
い
手
農
家

農
家
C
、
D

請
求
書

（
肥
料
代
）

請
求
書

（
肥
料
販
売
業
者

か
ら
の
書
類
）

取
組
実
施
者
（
JA
等
）
を

通
じ
て
肥
料
事
業
に
申
請

農
家
あ
て
の
請
求
を
昨
年

の
肥
料
費
で
し
て
い
る
こ

と
を
証
明
す
る
書
類

請
求
書

（
肥
料
代
）

・
請
求
書
の
肥
料
単
価
は
、
昨
年
の
肥
料

単
価
と
す
る
こ
と
。

・
「
本
請
求
書
は
、
肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
の
申
請
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
」
等

の
記
載
を
入
れ
る
こ
と
。

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

作
業
受
託
の
請
求
と
と
も
に
肥
料
費
を
請
求
す
る
場
合
の
考
え
方
に
つ
い
て

そ
の
２

【
一
覧
表
の
添
付
資
料
】

請
求
書

（
肥
料
販
売
業
者
か
ら
の

書
類
。
購
入
量
と
単
価
確

認
の
た
め
）

購
入
し
た
肥
料
の
う
ち
、

自
ら
の
農
業
経
営
で
使
用
す
る

肥
料
の
種
類
と
使
用
量
、
購
入

単
価
、
使
用
時
期
を
一
覧
表
に

し
た
書
類
（
様
式
任
意
）

自
ら
の
経
営
で
使
う

肥
料
分

作
業
受
託
の
際
に
、
委
託

農
家
に
請
求
す
る
肥
料
代
分

県
版

Q
＆

A
質
問
５

-
４
、
５

-
７
参
照

「
上
記
肥
料
を
自
ら
の
農
業
経
営
に

の
み
使
用
し
た
こ
と
（
お
よ
び

使
用
す
る
こ
と
）
を
証
明
し
ま
す
。

○
○
農
園

代
表

○
○
」

等
の
記
載
を
す
る
こ
と

取
組
実
施
者
（
JA
等
）
を

通
じ
て
肥
料
事
業
に
申
請

【
注
意
事
項
】

委
託
農
家
あ
て
の
肥
料
代
請
求
に
お
い
て
、

今
年
度
の
肥
料
費
で
請
求
す
る
こ
と
は
、
転

売
す
る
肥
料
に
対
し
て
支
援
金
を
受
給
す
る

こ
と
に
な
り
、
支
援
金
の
不
正
受
給
と
な
り

ま
す
。
（
支
援
金
の
返
還
対
象
）

ま
た
、
購
入
し
た
肥
料
単
価
か
ら
支
援
額

の
み
を
控
除
す
る
場
合
も
、
不
適
切
な
事
例

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

令
和
５
年
春
の
水
稲
田
植
受
託
作
業
に

か
か
る
肥
料
代
の
請
求
書
に
つ
い
て
は
、

組
織
構
成
員
（
委
託
者
）
に
対
し
て
、
追

加
申
請
の
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
、
請
求

書
作
成
・
送
付
す
る
こ
と
。
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※
本
様
式
は
福
井
県
農
業
再
生
協
議
会
の
H
P
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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